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論文の内容の要旨
(自的)
高齢期における余1民生活時間の増大は注目すべきことである。 i日の半分以上が自由時間となる高齢者に
とって、余暇活動は生きが¥"や社会的役割を見出す機会として重要であり、その有効性について様々な視点
から検討することが求められている。
高齢者の身体的・精神的・社会的健康に対する余暇活動の効果はこれまでも報告されており、 QOLとの
かかわりも認められている。特に、余暇活動への参加を通じて得られる「楽しさjが重要であると論じられ
てきた。しかし、余暇活動における楽しさの要因に関しては十分に検討されておらず、その領域に関する体
系的立つ特性的な調査が必要であると指摘されている。
本論文は、近年わが国の高齢者に人気が高いゲートボールとグラウンド・ゴルフに着目し、それぞれの活
動における楽しさの要因を明確化するとともに、それらの要因と楽しさの程度との関係、ならびに健康関連
QOLとの関係を、性別ごとに明らかにすることを目的とした。
(結果)
本論文は4章から構成される。まず、第 l章においては、問題の所在と目的を明確にする。第2章では、ゲー
トボールとグラウンド・ゴルフにおける楽しさの要因、およびそれらの要因と楽しさの程度の関係を性別ご
とに明らかにする。第3章では、ゲートボールとグラウンド・ゴルフにおける楽しさの要因と健康関連
QOLとの関係を性別ごとに明確化する。最後に、第4章において、研究より導き出された楽しさの要因に
関する知見および課題をふまえ、高齢者の余暇活動における楽しさのあり方と活動を楽しくする支援の工夫
について検討を行った。
以下に、第 2章と第3章の論文内容の要点を整理する。
第2章では、ゲートボールとグラウンド・ゴルフにおける楽しさの要因、およびそれらの要因と楽しさの
程度の関係について性別ごとに明らかにすることを目的とし、ゲートボ}ル愛好者 191名、グラウンド・ゴ
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ルフ愛好者258名を対象として、無記名自記式の質問紙調査を実施した。質問項目として、属性、楽しさの
程度に関する項目、楽しさの要因に関する項目を設けた。楽しきの要因に関する項目は、先行文献を参考に
作成した。高齢者はどのような要因が楽しさに重要であると認識しているのかを明らかにするために、楽し
さの要因に関する項目の回答の平均値、標準偏差を男女別に算出した。また、楽しさの要因と楽しさの程度
の関係性を明らかにするために、年齢、経験年数、楽しさの要因に関する項目を説明変数、楽しさの程度を
従属変数として男女別に重田帰分析を行った。
その結果、男性のゲートボール愛好者は、「頭を使うことができること」、女性は「外に出かけられることJ
が楽しさに重要であると考えていることがわかった。また、男女ともに「賞品や特典があることJは楽しさ
の要国として重要でないと考えていることが明らかになった。グラウンド・ゴルフでは、男女ともに、「外
に出かけられることj、「年齢に関係なくプレーできることJが楽しさに重要であると考えており、ゲートボー
ルと何様に、 f賞品や特典があることJは楽しさに重要でないと考えていることが明らかになった。また、
男性のゲートボール愛好者では、「経験年数jが楽しさの程度に強く関連していることが明らかになったが、
女性においては有意な関係性を認めることができなかった。グラウンド・ゴルフでは男性において「身体を
動かすことができることj、「頭を使ってプレーできることjが楽しさの程度に強く関連していることが認め
られたが、ゲートボールと同様、女性においては有意な関連性を認めることができなかった。これらの結果
から、活動の楽しさに重要であると高齢者が考える要因や楽しさの程度に関連している要因は、活動や性別
で異なることが示唆されたD
第3章では、ゲートボールとグラウンド・ゴルフにおける楽しさの要因と健康関連QOLとの関係を性別
ごとに明確化することを目的とし、上記で示した調査対象者に、健康関連QOLに関する無記名自記式の質
問紙調査を実施した。健模関連 QOLを評価する尺度は、「健康関連QOL尺度SF-8日本語スタンダード版J
を使用した。楽しさの要因と健康関連QOLの関係を明らかにするために、年齢、経験年数、楽しさの要因
に関する項目を説明変数、 SF-8の各下位尺度を従属変数として重回帰分析を行った。
その結果、男性のゲートボール愛好者では、 f自分の目標を持つことJ、「身体を動かすことができることj、
「気晴らしになることjが、身体的な日常役割機能と関連があることが認められた。また、「身体活動能力の
必要性を感じていることj、「自分のペースを優先しないことjが、身体的な日常役割機能や活力と関連して
いることが明らかになった。女性のゲートボール愛好者では、男性と同様に「自分の目標を持つことjが身
体的な呂常役割機能と関連があることがわかった。グラウンド・ゴ、ルフでは、男性において、「活動に集中
する必要がないことjや「短い活動経験年数jが身体機能に影響することが明らかになったが、女性では有
意な関連牲を認めることができなかった。
(考察)
調査の結果をふまえて、ゲートボールとグラウンド・ゴルフにおける楽しさのあり方、ならびに高齢者の
余暇活動、福祉レクリエーションにおける楽しさのあり方について考察を行なった。
まず、活動の楽しさに重要であると高齢者が考える要因や楽しさの程度に関連する要因は、活動と性別で
異なることが示唆された。このことから、より楽しい活動を提供するためには、活動の特徴や性別を考慮し
た工夫が必要であると考える。例えば、ゲートボールでは、参加の楽しさを引き出すためには、作戦を練っ
てゲームを進めるというゲートボールが持つ知的要因を活用するとともに、団体種目であることを活かし、
人間関係を良くする必要性があると思われる。また、グラウンド・ゴルフでは、現在定期的且つ継続的に実
施されている研修会をさらに充実させていくことや、「だれでも、いつでも、どこでも、いついつまでも」
という生涯スポーツの考え方を強く打ち出し、アピールする活動を進めることが大切であると考えられる。
さらに、今回の調査では、女性において楽しさの程度に関連する要因が認められなかった。このことは、
女性の楽しさは要因同士が複雑に関連していること、女性の楽しさには今回の要因とは別のものが存在する
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ことを示唆していると考えられ、女性の楽しさを引き出す要因が男性よりも多様であり、アプローチも工夫
する必要性があると思われる。
加えて、知的要因や目標設定、自由性が楽しさの要因や健康関連QOLに関連することが示唆されたこと
から、高齢者の余暇活動や福祉レクリエーションの現場においても、知的活動を取り入れることの有効性、
活動や個人で目標を設定するというアプローチ方法、参加者の内発的動機を重視する必要性などを提示する
ことができ、より楽しい活動を提供するための知見となる。
本研究は、限定された地域のゲートボールとグラウンド・ゴルフ大会に参加する愛好者を対象とした横断
的研究であることから、対象者や地域の特殊性を考慮する必要がある。今回の研究結果と課題をふまえ、対
象者の条件を広くするとともに、知的活動や文化的活動を含むゲートボールとグラウンド・ゴルフ以外の余
暇活動における楽しきの要因、性別以外の属性による楽しさの要因の傾向、楽しさと QOLをつなげる要因
などについて多角的に検討することが必要である。
本研究により、高齢者の余暇活動における楽しきの要因は、活動および性別によって特鍛があることが確
認された。このことは、余暇研究分野において、より楽しい活動を提供するための新たな知見を提供しうる
ものである。高齢社会において、より多くの高齢者が生きがし=や役割を持ち、生き生きと生活することを支
援するためにも、楽しい余暇活動のあり方について科学的視点を以って継続的に提言していくことが望まれ
る。
審査の結果の要旨
重大な問題は指摘されなかった。解析結果の解釈について、やや一方的な部分もみられたが、意見の相違
の範囲と考えられた。
平成 24年1丹6日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定したロ
よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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